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 コロナの影響により約 3年間学会活動は自粛を余儀なくされてきましたが、本年 11月に全国大会（名

古屋大会）が対面方式で開催される予定です。全国大会では、良導絡測定アドバイザー試験および良導絡

認定試験を実施することが決定しました。 

そこで、今回と次回の 2回に亘り、良導絡の基礎について講演をさせていただきます。 

ぜひ、測定アドバイザー試験および認定試験を受験なさる先生方におかれましては、試験対策として活

用していただきたいと思っております。また、すでに良導絡自律神経療法を患者様の治療に用いておられ

る先生方におかれましては、僭越ながら基礎知識の見直しにご活用ください。 

第 1 回目の今回は、良導絡自律神経調整療法で最も重要な要素を占める良導絡測定における代表測定

点の取り方、生理的範囲と異常良導絡、平均電流量と患者タイプを中心にお話し致します。 

 

１．良導絡測定の注意事項 

２．代表測定点のとらえ方 

３．生理的範囲と異常良導絡 

４．平均電流量と患者タイプ 

５．患者タイプと刺激量 

６．アドバイザー試験（筆記試験ポイント） 

７．アドバイザー試験（実技試験評価用紙） 

 

以上 

  



良導絡測定アドバイザー試験 

 

筆記試験のポイント 

＊項目に記載の（ページ数）は良導絡自律神経調整法＜基礎編＞のページ番号です。 

 

１．良導絡、良導点、反応良導点（P22～24） 

 

２．代表測定点の良導絡記号・番号および相似する経穴名（P25） 

例）H１３(太淵) 

 

３．良導絡治療の特徴（P37～38） 

 １）全良導絡測定の結果からわかるもの 

 ２）反応良導点からわかるもの 

 ３）治療の面からわかるもの 

 

４．生理的範囲（基本的生理的範囲と臨床的生理的範囲）（P48） 

 

５．異常良導絡の意義とその求め方（P48～51） 

 

６．平均電流量と患者タイプ（P51～52） 

 

７．良導絡症候群（P53） 

 

以上に記載しましたのは、良導絡測定を行う上で重要な事柄です。測定アドバイザー試験においても上記

内容が問われることが多いので、良導絡自律神経調整法＜基礎編＞をお読みいただき、試験に備えていた

だけましたら幸いです。 

  



全良導絡測定実技評価表 
 

名前             

年  月  日実施 

評価項目 評価内容 配

点 

点

数 

測定の準備 ・綿花の詰め方（□硬い□柔らかい□凸□凹） 

・導子の接触（□直角でない□片手でできない□固定不正

確）  

・メーターのセット（□不正確□横から見る） 

□測定条件が言える  □メーターの位置   

□患者への指示 

その他（                    ） 

 

 

10 

 

代表測定点 

の部位 

□Ｈ１ □Ｈ２ □Ｈ３ □Ｈ４ □Ｈ５ □Ｈ６ 

□Ｆ１ □Ｆ２ □Ｆ３ □Ｆ４ □Ｆ５ □Ｆ６ 

その他（                    ） 

20  

代表測定点 

の基準点の

とらえ 

□Ｈ１ □Ｈ２ □Ｈ３ □Ｈ４ □Ｈ５ □Ｈ６ 

□Ｆ１ □Ｆ２ □Ｆ３ □Ｆ４ □Ｆ５ □Ｆ６ 

その他（                    ） 

20  

測定法 □良導絡の名称が言えない   

・接触圧（□強い□弱い） 

・接触の仕方（□直角でない□ずれる） 

・接触時間（□長い□短い） 

・メーターの見方（□遅い□正面から見ない） 

その他（                    ） 

 

 

20 

 

測定姿勢 □患者の頭の方に回る □患者の足下に回る  

□動き回る 

その他（                    ） 

10  

患者の体位 □仰臥位 □座位（椅子・ベット上） 

その他（                    ） 

５  

カルテ記入 ・データーの記入（□一人で纏め書きができる □助手へ

の指示 □線で記入 □○で記入 □グラフで記載） 

・生理的範囲（□臨床的□基本的） 

・異常良導絡の取り方（出来る・出来ない） 

・興・抑点の取り方（出来る・出来ない） 

・良導絡症候群表からの転記（出来る・出来ない） 

その他（                    ） 

 

 

15 

 

評価担当者： 


